「日本四大売薬」にみる行商圏の構築・発展・転換過程　－江戸中期から明治期まで－ by 幸田  浩文
「日本四大売薬」にみる行商圏の構築・発展・転換
過程　－江戸中期から明治期まで－
著者 幸田  浩文












Construction, Development and Conversion Process of Big Four 
Patent Medicine Businesses in Japan from the Mid-Edo Period to 
the Meiji Period 
 















キーワード(Keywords): 日本四大売薬（Big Patent Medicine Businesses in 
Japan）、売薬 (Patent Medicine)、行商圏（Peddling 
Area）、配置薬（Drug for Household Delivery）、先用後
利（Value First, Money Later）、個別訪問（Door-To-Door 
Visit）  
 
Representative drugs of Big Four Baiyaku (patent medicine businesses) had 
appeared in and out of each domain since about the mid-Edo period. Each 
Baiyaku could build a strong customer base in one's geographic area and 
enlarge its own peddling area in and out of its own domain due to the following 
factors: (1) high dependence on patent medicine, (2) transportation convenience 
in designated areas, (3) the dispensation of medicine rooted in faith; and (4) the 
concept of Value First, Money Later and the marketing method of door-to-door 
visits. Among Big Four Baiyaku, Toyama Baiyaku was a leading Baiyaku on 
both the number of peddlers and sales throughout the entire Edo period. The 





































後久留米藩（有馬氏）の3つの藩に囲まれ（久保山, 1935a, p.4; 小林, 1972, p.38）、
街道が長崎方面と鹿児島方面へと分岐する交通の要衝であった（中冨記念くすり
博物館編, 1999, p.36）。 






accompanied by the promotion of Western drugs based on Western medicine 
were very severe to patent medicine businesses. As a result, they forced Big 
Four patent medicine businesses to sell Western drugs. Their choice of whether 
to take a new path from traditional medicine businesses to modern ones 


























年）以降であった（吉岡, 2011, p.63）。 
近江日野売薬の成立は、正野玄三による代表薬「萬病感應丸」の前身の合薬が
創製された 1701（元禄 14）年となるが（上村憲一, 1951, p.69）、近江商人の従来
の販売網を通じて本格的に売薬が委託販売されるようになったのは、延宝年間
（1680 年）以降であった（上村雅洋, 2014, p.19）。そして田代売薬の成立起源に
ついては、いくつかの口碑・伝説がみられるが、正確な時代・年を示す資料・史





































後久留米藩（有馬氏）の3つの藩に囲まれ（久保山, 1935a, p.4; 小林, 1972, p.38）、
街道が長崎方面と鹿児島方面へと分岐する交通の要衝であった（中冨記念くすり
博物館編, 1999, p.36）。 











おり、とくに富山売薬行商の専売特許のようなものではない（魚田, 2016, p.19)。 












よる献上物）から入ってきたものである（上村, 1951b, p.65）。 









た株仲間の組合で、その後文化年間（1804〜18 年）には 20 組、その後 21 組と
増えていった（植村，1955，p. 51）、 
やがて 1844（弘化元）年には 21 組、幕末期（1853～1868 年）には 22 組に増































 第 1 は、江戸時代における医療施設が未整備のため、売薬への依存度が高かっ
たことである（深井, 1953b, p.38）。四大売薬がみられるようになった元禄年間に
疫病が流行し、その後、疫病対策として８代将軍吉宗による享保の改革の下で実
施された（売薬の原料である）薬草政策が大きく影響している（本村, 2004, p.58）。 
 第 2 は、上述したように四大売薬地域が交通の要衝にあることに加え、大和国
や近江国に天領、寺社領、旗本領などが混在し、細分化されたり、田代領のよう
に飛地であったりして、領主の支配力が弱く、領域外の出入りが比較的容易であ
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規制と罰則の強化を図った（奥田, 1960, p.229, pp.321-322）。 
 （3）一方、日野商人は、1680（延宝 8）年、富山・大和売薬のような株仲間で
はなく、地縁や自主的に集まった仲間（800 名以上）が参加する「日野大当番仲




仲間」と呼ばれるようになった（上村, 2014, p.322）。 
 近江日野では、こうした大当番仲間といった商人仲間がある一方で、売薬（合
薬）商人が「薬商人仲間（合薬行商人仲間）」や「合薬屋仲間」といった別の仲間




た（日野町教育会編, 1930, p.705; pp.708-709; 日野町史編さん委員会編, 2010, 
p.197）。しかし、相変わらず合薬仲間の中で偽薬の製造・販売や、仲間でない者
による売薬が目立つようになり、合薬仲間は、1747（延享 4）年、「大当番仲間」
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町や御所町がある高市郡や葛城郡には奈良県下の 3 分の 1 の売薬業者が集中・分
布していた（古川, 1953, pp.44-45）。また大和売薬全体をみても、1897（明治 30）





ていたほどである（三光丸同盟会創立百周年記念誌編集委員会編, 1999, p.54, 60）。 
 しかし、明治政府の厳しい医薬行政の影響により三光丸本店は衰退の一途を辿






とになる（三光丸同盟会創立百周年記念誌編集委員会編, 1999, pp.40-41, 68）。 
（3）和漢薬を商品とする近江日野売薬も明治期に入ると、他の売薬同様、明治
政府が標榜する西洋医学の導入に伴う洋薬への転換を迫られるようになる（本村, 





























「有害無効」主義へ、その売薬観を 180 度転換させる（幸田, 2016, pp.39-40）。 
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迫られるようになる（本村, 2008, pp.189-190; 2011, p.467）。明治維新後、一度
は急成長の兆しを見せるものの、いわゆる「明治 23 年恐慌」と呼ばれる経済不況
の煽りを受けて、久保山（1957）によれば、田代売薬は明治 20 年代の「深い沈
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(1) 例えば、富山売薬に関しては植村元覚（1939, 1951ab; 1956ab; 1955; 1957; 1958abc; 1961; 
1960; 1966）、大和売薬では武知京三（1989; 1995ab; 2011）、近江日野商人では本村希代（2003; 
2004; 2008; 2011; 2016）、そして田代商人では久保山善映（1935ab; 1936; 1957）・小林肇
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